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児童・生徒のつまずきや課題に着目しよう

｢学力検査の概要｣を踏まえた授業改善の動画の活用

国語（中学校）での一例を示します。学校目標で生徒の姿を「自分の考えを豊かに表現できる子」と

している場合、国語の「自分の考えを工夫して表現する問い」の結果はどうだったのか、正答率だけで

なく、生徒の分布や誤答類型を分析します。また質問調査の一つ「国語の授業で、自分の考えが伝わる

ように、表現の効果を考えて文章を書いている」の結果等から、国語の授業に対して、生徒はどう捉え

ているのか把握しておくことも必要です。そして自校の状況を客観的に振り返るために、全国や県の結

果を参考にします。そのつまずきや課題に応じて、「個人で考えをもつ時間を確保する」「根拠をもっ

て発表する機会を増やす」「語彙力を鍛える場面を意図的に入れる」等、何をどう取り組むのか前向き

に検討し、授業の方向性を検討し修正すること等が考えられます。

また、今年は下記の日程で授業改善研修会を開催します。学力（教科）調査官の講義が直接受けられ

る貴重な機会でもあります。各問題の出題の意図、また結果分析やその生かし方等の具体的な話を聞く

ことができます。当センター「講座受付システム」から、お申し込みください。

令和６年度岡山県公立高等学校の学力検査結果等につ

いてまとめられた「学力検査の概要」を今後の学習指導

等にご活用ください。本冊子は学力検査の結果分析だけ

でなく、今後の授業改善の視点も示されています。

当センターでは、本冊子を踏まえた授業改善の具体例

を紹介する動画を作成しています。国・社・数・英・理

の５教科で、各７分程度です。当センターＨＰ、または

右の二次元コードからご覧ください。

学力・学習状況調査の結果等を生かして授業改善を進めよう

２学期、多くの学校で授業実践を伴う研究発表会や校内研修等が計画さ

れているのではないでしょうか。学校や市町村で、組織的に授業改善を進

めるためには、学力・学習状況調査の結果等の分析や児童・生徒の実態把

握に基づいて行うことが大切です。

根拠となるデータや分析結果、実態把握を踏まえて検討することで、児

童・生徒の具体的な姿を協議することになり、より課題改善へつながる授

業や手立てを考えやすくなります。

9/24(火) 小学校国語
玉野市立荘内小学校

（115名参加）

10/1(火) 小学校算数
鏡野町立南小学校

10/25(金)小学校外国語
真庭市立勝山小学校

11/26(火) 中学校国語
井原市立高屋中学校

10/16(水) 中学校数学
里庄町立里庄中学校

10/23(水) 中学校英語
総社市立総社東中学校

４年生「Ｃ読むこと」の授業で、
「個別最適な学び」と「協働的な
学び」が具現化されていました。
「叙述（根拠）、解釈、感想（表
現）」が指導のポイントでした。

【実際の画面】


